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 論文審査の結果の要旨 
 中本 崇氏は平成 6 年 3 月に宮崎大学農学部を卒業、同年 4 月に福岡県に採用され、以後、水産林









 長崎大学大学院生産科学研究科教授会は、平成 18 年 7 月 18 日の定例教授会において、予備
審査委員会の結果に基づいて、本論文を受理して差し支えないものと認め、上記の通り審査委
員会を選定した。委員は主査を中心に論文内容を慎重審査し、公開論文発表会で発表させると







れぞれ 6 倍、2.8 倍に増えること、連続照明下では終始暗黒下におかれた場合に比べて、寿命が











検討した。M. macrocopa は、塩分 10 ppt では 3 時間後でも 87.1％が生残し，終始淡水におい
た場合との間で有意差は見られず、強い塩分耐性を有することが分かったが、塩分 25 ppt 以












を有する D. celebensis の大量培養技法を確立した点にある。（第 4 章） また、個体レベルの
培養実験を行い、生活環の詳細に関わる基礎知見を提供した点も高く評価できる。 
以上より、生産科学研究科教授会は、審査委員会の報告に基づき審査した結果、本研究は、
水産増養殖学分野の研究の発展に大きく寄与すると共に、環境学や生態学などで動物プランク
トンをモデルとした培養研究の分野でも高い学術価値をもつと判断し、学位に値するものとし
て合格とした。 
 
